
 

 令和７年度 東区組織目標   
 

組織名 東区 区長 野本 俊太郎 

組織の目的・ 

方向性 

 「産業と多様な魅力が調和し、心豊かに暮らせるまち」の実現 

（参考） 

関連する総合

計画における

政策指標※ 

・地域団体、民間事業者、学校など多様な主体との協働数 

・将来負担比率 

（将来世代に過度な負担をさせないための財政運営に資する比率） 

・日頃から災害に対する備えをしている市民の割合 

・健康寿命（日常生活に制限のない期間の平均） 

・身近な公園について、安心・安全で快適に利用できると思う市民の 

割合 

※政策指標…目指す都市像の実現や、総合指標の目標達成を図るうえで、各分
野において特に重視する指標。各分野の政策指標は市役所全体で
共有し、組織横断で目標達成に向けて取り組みます。 

東区組織目標 

 東区では、新潟市総合計画2030及び東区区ビジョンまちづくり計画に基づき、

「産業と多様な魅力が調和し、心豊かに暮らせるまち」の実現に向けて取り組

みます。 

 この方針のもと、次の６つの目標に重点的に取り組みます。 

 

重点目標 

１ ものづくりをはじめとする多様な産業の魅力を活用して観光や教育に結び

付けていく「産業観光」の進展に向けて、民間事業者をはじめ多様な主体と

連携しながら取り組みます。 

 

２ 公共施設に対するニーズの変化が生じる中、施設の利活用も含め地域住民

などと連携しながら検討し、施設の最適化に努めます。 

 

３ 地域と連携しながら区民のさらなる防災意識の向上を図ります。 

 

４ 民生委員・児童委員や地域コミュニティ協議会、社会福祉協議会などの関

係機関との連携を一層強化し、住民の福祉ニーズに即した支援を推進します。 

 

５ い～てらす、わいわいひろば、こども創作活動館などの子育て支援施設の

運営を通じ、子どもがいきいきと活動できる場、保護者の相談や交流の場と

して、安心して子育てができる環境を提供します。 

 

６ 良好な住環境の創出につなげていくため、市民の憩いの場やレクリエーシ

ョンの場である公園・緑地を、子育て支援・高齢者支援など地域のニーズを

反映しながらリニューアルします。 

 

※重点目標における指標や取組状況は、各課組織目標をご覧ください 
 

資料３ 



 

評価 

取
組
結
果 

重点目標の達成状況 目標数 ６ 達成数 ６ 

１ 民間事業者 18 者のほか県立大、新大、開志専門職大学、木工センター、
第四北越銀行と連携しオープンファクトリーを開催しました。北高校
は、総合的な探求の時間を通じ工場見学等に参加しました。 

  初めての取組みとして、東区オープンファクトリー実行委員会と燕三
条工場の祭典実行委員会が相互に見学を行うなど、多くの交流が生まれ
ました。 

 
２ 石山・東石山地域実行計画を策定するとともに、同計画を着実に進め

るための基本構想も策定しました。 
 
３ 自治会の自主防災組織などを対象に防災講座を開催し、住民への防災

に関する知識の啓発と地域防災力の向上に努めました。また、防災講演
会や東区防災・安心安全フェスタを開催し、家庭での災害に対する日頃
からの備えなどの周知・啓発を行い、区民の防災意識向上に努めました。 

 
４ 民生委員協力のもと、75 歳以上の独居や高齢者のみ世帯への見守り訪

問により個々の状況を把握し、介護保険や見守り等の必要なサービスに
つなげ、地域で孤立せず安心して暮らせるよう支援しました。 

 
５ 子育て支援施設の運営とともに、各種講座を通じて子育て世代同士の

交流を促進しながら、育児の不安感や孤独感の解消に努めました。 
また、情報誌（ままっぷ）の発行や東区こどもまつりを開催し、子育

て支援施設の周知を行いました。 
 

６ 人口減少や少子高齢化の進行などの社会情勢の変化に対応し、地域の
ニーズを踏まえながら、令和５年度に着手した新栗の木緑地のリニュー
アル事業に継続して取組み、東屋や照明灯を設置したほか、一部区間に
園路を新設するなど整備を進めました。 

今
後
の
方
向
性 

１ 次年度も多様な主体と連携しながら「東区オープンファクトリー」を
開催します。また、新たに外部人材を活用し、今後の持続可能な運営構
築を進めます。 

 
２ 石山・東石山地域において、施設整備等を担う民間事業者の公募条件

等、各種詳細検討を行います。 
 
３ 防災講座を通して、ハザードマップの見方や居住している地域に応じ

た正しい避難行動を学んでいただくとともに、災害に対する日頃からの
備えなどを啓発し防災意識向上に資する取り組みを行っていきます。 

 
４ 民生委員・児童委員や地域包括支援センター等の関係機関と連携し、

継続して見守りを行っていきます。 
 
５ 事業を通して子育て 3 施設が連携し、東区の強みである子育て施設の
情報・魅力発信に努めます。 

 
６ 引き続き、地域へ情報提供しながら、新栗の木緑地のリニューアル事

業を進めていきます。 

 



令和７年度　東区組織目標　指標・主な取組み【年度末評価】 作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ

Ｒ７目標 Ｒ７結果 取組名称（事業名） 概要

1 行財3-2-③

25者 25者 東区オープンファクト
リー

　民間事業者のほか、新潟県
立大学、新潟大学、金融機関、
東区役所の産学官金連携によ
る「東区オープンファクトリー」
を開催します。

○

　民間事業者18者のほか県立大、
新大、開志専門職大学、木工セン
ター、第四北越銀行と連携しオー
プンファクトリーを開催しました。
　北高校は、総合的な探求の時間
を通じ工場見学等に参加しまし
た。
　今回初めて、東区オープンファク
トリー実行委員会と三条工場の祭
典実行委員会が相互の取り組み
について見学を行うなど、多くの交
流が生まれました。

2地域 2地域 石山・東石山地域実
行計画の策定

　地域とコミュニケーションを図
りながら検討を進めてきた地域
別実行計画（案）について、今
年度中に策定します。

○

　石山・東石山地域実行計画を進
めるため、基本構想を策定しまし
た。

8回以上 ８回 コミュニティ協議会と
の意見交換

　公共施設再編の必要性につ
いて、区民と目的を共有すると
ともに、施設における地域の課
題を抽出します。

○

　地域実行計画が策定されていな
い8コミュニティ協議会との意見交
換を行いました。

30回 46回 防災出前講座（地域
の防災力向上事業）

　災害に関する正しい知識を周
知し、地域の防災力向上を図
るため、自治・町内会や自主防
災組織などを対象に防災出前
講座を実施します。 ○

　能登半島地震後の防災意識の
高まりもあり、46回出前講座を実
施し目標を達成しました。
　日頃からの災害に対する備えな
どを周知し、防災意識の向上を図
りました。

・防災講演会
 １回
・イベント１回
（目標2,100人）

・防災講演会
１回
・フェスタ１回
（1,900人）

東区防災・安心安全
フェスタ

　防災、防犯、交通安全をテー
マにくらしの安心安全に関する
取り組みに関心をもってもらう
ため、防災講演会とイベントを
開催し、災害に関する備えや
危機意識の啓発を図ります。

○

　9月21日に防災講演会を、10月
26日に安心安全フェスタを開催
し、多くの方から参加いただきまし
た。防災・防犯・交通安全の啓発
を行うとともに、関係機関と連携し
実施しました。

4 政策7-1-①

対象全世帯へ
の訪問

対象全世帯へ
の訪問

高齢者見守り訪問 　75歳以上の独居や高齢者の
み世帯について、民生委員に
よる一次訪問を実施。地域包
括支援センター等が二次訪問
を行い、必要なサービスに繋げ
ます。

○

　9,220人に対し1次調査を実施し、
2次調査対象62人を抽出した。2次
調査により、13人を介護保険や見
守り等の必要なサービスにつなげ
ました。

5 政策4-1-⑤

20万人 19.7万人 東区2km子育てトライ
アングル魅力発信

　「い～てらす」、「こども創作活
動館」、「わいわいひろば」の子
育て3施設が連携し、東区の強
みである子育て支援施設の情
報・魅力発信に努めます。

○

　子育て支援施設の運営とともに
講座等の実施しました。また、東
区2kmこどもまつりを開催し、子育
て支援施設の周知を行い、2,500
人が来場しました。

6
建
設
課

政策14-4-②

1個所 1個所 都市公園ストック再編
事業

　人口減少や少子高齢化の進
行などの社会情勢の変化に対
応し、地域のニーズを踏まえな
がら、子育て支援や高齢者支
援に資する都市公園へのリ
ニューアルを行います。

○

　令和5年度に着手した新栗の木緑
地のリニューアル事業に継続して取
組み、東屋や照明灯を設置したほ
か、一部区間に園路を新設するなど
整備を進めました。

重点
目標

担当課

各課組織目標 指標 主な取組（事業）

取組指標

地域団体、民間事
業者、学校など連
携した主体数

　次年度も多様な主体と連携しなが
ら「東区オープンファクトリー」を開催
します。また、新たに外部人材を活
用し、今後の持続可能な運営構築を
進めます。

　今後も防災講座を継続して実施
し、区民の防災意識や地域の防災
力向上に取り組んでいきます。

R7.4.1

R8.3.31

評価 目標達成状況 今後の方針

東区防災・安心安
全フェスタの開催

　防災や交通安全の啓発事業を実
施し、区民が安全で安心な暮らしが
できるよう取り組んでいきます。

2

　公共施設に対するニーズの変化
が生じる中、施設の利活用も含め
地域住民などと連携しながら検討
し、施設の最適化に努めます。

行財2-2-①

石山・東石山地域
実行計画の策定

　施設整備等を担う民間事業者の公
募条件等、各種詳細検討を行いま
す。

意見交換（回） 　課題の抽出等を踏まえ、地域実行
計画を策定する地域の順番を決定
し、順次、策定を進めます。

3
総
務
課

　地域と連携しながら区民のさらな
る防災意識の向上を図ります。

政策13-1-①

防災出前講座の実
施回数

地
域
課

　ものづくりをはじめとする多様な
産業の魅力を活用して観光や教
育に結び付けていく「産業観光」の
進展に向けて、民間事業者をはじ
め多様な主体と連携しながら取り
組みます。

　良好な住環境の創出につなげて
いくため、市民の憩いの場やレクリ
エーションの場となる公園整備を
推進するとともに、より多くの市民
から利用されるよう、社会情勢や
ニーズの変化に対応したリニュー
アルを推進します。

リニューアル工事の
施工

　引き続き、地域へ情報提供しなが
ら、新栗の木緑地のリニューアル事
業を進めていきます。

健
康
福
祉
課

　民生委員・児童委員や地域コミュ
ニティ協議会、社会福祉協議会な
どの関係機関との連携を一層強化
し、住民の福祉ニーズに即した支
援を推進します。

高齢者対象世帯へ
の訪問調査の実施

　民生委員・児童委員や地域包括支
援センター等の関係機関と連携し、
継続して見守りを行っていきます。

　「い～てらす」、「こども創作活動
館」、「わいわいひろば」などの子
育て支援施設の運営を通じ、子ど
もがいきいきと活動できる場、保護
者の相談や交流の場として、安心
して子育てができる環境を提供し
ます。

3つの主要子育て支
援施設の利用者数

　事業を通して子育て3施設の連携
を強化、トータル的な企画・運営・事
業展開を図り、東区の強みである子
育て支援施設の情報発信や地域資
源の活用、交流人口、定住人口の拡
大に繋げていきます。

自治協議会（報告）
R8.05.28


